
日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
（
日
教
弘
）
沖
縄
支
部
給
付
奨
学
金
の
給
付

式
が
９
月
１
日(

火)

に
校
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
沖
縄
支
社
豊
見
城
第
一
営
業
所
の
仲
尾
裕
仁
所

長
、
伊
波
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン･

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
参
加
の
下
、
日
本
教
育
公
務

員
弘
済
会
沖
縄
支
部
の
島
史
生
参
事
か
ら
本
校
の
１
年
生
１
名
と
３
年
生

２
名
の
計
３
名
に
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

本
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
63
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
、
金
額

に
し
て
約
２
億
８
千
万
円
余
、
人
数
に
し
て
延
べ
５
８
９
１
名
の
奨
学
生

が
本
制
度
の
恩
恵
に
あ
ず
か
り
、
学
業
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
日
教
弘
は
、
私
た
ち
教
職
員
が
加
入
し
て
い
る
教
弘
保

険
を
財
源
と
し
て
、
様
々
な
教
育
振
興
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
中
の
「
奨
学
事
業
」
に
、
私
た
ち
が
毎
月

支
払
っ
て
い
る
掛
け
金
が
こ
の
よ
う
に
有
効
に
活
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

担
当
の
名
嘉
眞
直
美
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
年
の
知
念
高
校
の
メ
イ
ン
行
事
で
あ
る
「
第
１

回
舞
台
祭
」
が
、
９
月
17
日
（
木
）
に
那
覇
市

民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
心
に
残
る
一
幕
を
。
」
を
テ
ー
マ
に
、
ダ
ン
ス
や

演
劇
な
ど
、
各
ク
ラ
ス
に
よ
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
様
々

な
舞
台
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
昼
休
み
に
は
職
員
劇
「
大

き
な
か
ぶ
」
も
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
披
露
さ
れ
、
拍
手
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

締
め
は
３
年
総
合
体
育
ク
ラ
ス
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
。
生
徒
有
志
の
地
謡

の
演
奏
に
の
っ
て
、
会
場
全
体
で
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
を
踊
り
、
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

こ
の
舞
台
祭
が
、
体
育
祭
・
学
園
祭
に
加
わ
る
知
念
高
校
の
新
た
な
伝

統
と
な
り
、
本
校
の
歴
史
に
新
し
い
一
ペ
ー
ジ
を
刻
む
こ
と
を
確
信
し
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
新
垣
夏
輝
さ
ん
（
与
那
原
中
）
、
行
事
担
当
の
村
田
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
生
徒
・
職
員
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

9月9日(水)、浦添市のアイム・ユニバースてだこホールで

開催された第50回沖縄県高等学
校総合文化祭弁論部門大会にお
いて、2年生の新崎莉子さん

（南風原中）が、前日に行われた予選を突破した15
名の一人として決勝に進出。見事、優良賞を受賞しま
した。

「見えない終わり」と題した弁論で、自身の祖父の
介護体験を題材に、自宅介護と施設介護の選択をめぐ
る家族の葛藤について語りました。実体験に基づく真
に迫った語り口は、聴衆の心を強く惹きつけていまし

た。
新崎さんは、11月14日から15日にかけて長野県で

開催される「文部科学大臣杯全国青年弁論大会」に派

遣されます。ご指導いただいた

神山真希子先生をはじめ、国語

科の先生方に深く感謝申し上げ

ます。

夏休み期間中の8月14日

(金)から16日(日)まで、

第22回高体連那覇・南部支部

高校バスケットボール新人大

会が開催されました。熱戦が

繰り広げられる中、本校男子バスケットボール部は、

昨年の1年生大会や今年の春の大会で惜しくも敗れた

チームにも勝利するなど、これまでの練習の成果を十

分に発揮し、その結果、2部から1部への昇格を果た

し、さらに1部5位という好成績を収めました。

特に順位決定戦の首里高戦は、延長戦までもつれ込

む白熱した試合となり、最後まで諦めずに戦い抜く部

員たちの姿に、大きな成長を感じることができたとの

ことです。これまでの悔しさを力に変え、着実に力を

伸ばしてきたことがうかがえる大会となりました。

日頃から熱心にご指導くださっている部活動指導員

の竹コーチ、並びに顧問の又吉敏也先生に心より感謝

申し上げます。男子バスケットボール部の今後ますま

すの活躍を期待します。
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